
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会

神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜

中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会

七
八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏

ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先

立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年

の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京

教
育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 

 

茗
渓
か
な
が
わ 

第
８
号 

の
発
行
に
際
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
茗
渓
会
会
長 

清
水 

進
一 

ひ
と
り
馳
大
臣
か
ら
勲
記
と
勲
章
を
受

章
し
ま
し
た
。 

旭
日
小
綬
章
は
歌
手
の
北
島
三
郎
さ

ん
が
代
表
で
、
馳
大
臣
か
ら
は
「
サ
ブ
ち

ゃ
ん
、
お
め
で
と
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、

会
場
が
和
や
か
に
な
り
ま
し
た
。 

客
席
に
着
席
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
式

終
了
後
、
順
に
文
科
省
幹
部
か
ら
勲
記

と
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
会
場
を
出
る
際

に
職
員
に
勲
章
を
胸
に
つ
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

皇
居
に
は
三
五
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て

向
か
い
ま
し
た
。
正
月
の
一
般
参
賀
で
天

皇
ご
一
家
が
お
立
ち
に
な
る
「
春
秋
の

間
」の
中
が
拝
謁
の
会
場
で
、
当
日
は
、
文

科
省
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
外
務
省
・
会

計
監
査
院
・
経
済
企
画
省
他
の
省
庁
の

受
章
者
も
一
緒
で
、
約
二
〇
〇
〇
名
が

入
室
し
ま
し
た
。 

陛
下
が
侍
従
を
従
え
入
室
さ
れ
金
屏

風
の
前
に
お
立
ち
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

受
章
者
代
表
の
謝
辞
の
の
ち
陛
下
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
、

受
章
者
と
配
偶
者
の
間
を
お
通
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
昨
年
受
賞
さ
れ
た
茗
渓
の
先

輩
か
ら
拝
謁
の
様
子
を
事
前
に
聞
い
て
い

ま
し
た
の
で
、
受
章
者
の
最
後
尾
に
並
ん

だ
た
め
、
陛
下
が
目
の
前
を
お
通
り
に
な

り
、
微
笑
ん
で
い
た
だ
い
た
の
に
は
感
激
い

た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
の
叙
勲
に
際
し
、
特
に
上

司
で
も
あ
っ
た
茗
渓
の
先
輩
方
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
在
職
当
時
の
同

僚
や
一
緒
に
苦
労
し
た
部
下
た
ち
か
ら
、

ま
た
、
教
え
子
た
ち
か
ら
本
当
に
う
れ
し

い
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
辞
退
し
な

い
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
を
退
職
後
、
１
０
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
神
奈
川
工
科
大
学
も
３
月
に
退

職
し
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
発
病
し
た
病

の
治
療
の
必
要
も
あ
り
、
茗
渓
会
に
は
大

変
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川
茗

渓
会
の
充
実
の
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
一
五
年
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
お
け
る
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
を
機

に
、
俄
か
な
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い

る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。  

 

そ
の
代
表
チ
ー
ム
に
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ

ー
部
の
福
岡
堅
樹
（ふ
く
お
か
け
ん
き
）選

手
が
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
あ
ろ
う
か
？ 

彼
の
出
場
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦
で
、

彼
は
徹
底
マ
ー
ク
さ
れ
そ
の
俊
足
を
封
じ

ら
れ
た
が
、
今
後
も
日
本
ラ
グ
ビ
ー
を
牽

引
す
る
最
前
の
選
手
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
の
他
に
も
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
選

手
や
社
会
人
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
選
手
を
筑

波
ラ
グ
ビ
ー
部
は
多
く
輩
出
し
て
い
る
。 

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
一
九
二
四

年
に
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
と
し
て
創
部
さ
れ
た
。 

「
春
の
叙
勲
」
の
勲
章
伝
達
式
に
出
席

し
て
き
ま
し
た 

 

 

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
春

の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、
思
い
が
け
ず
瑞

宝
小
綬
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
校
現
場
二
十
年
、
教
育
委
員
会
十

八
年
の
勤
務
で
、
私
と
し
て
は
い
ず
れ
も

や
り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
教
育
行
政
の
中
で
は
、

色
々
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
叙
勲

な
ど
と
い
う
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
一

時
は
辞
退
も
考
え
ま
し
た
が
、
私
一
人

の
実
績
で
は
な
く
、
当
時
一
緒
に
苦
労

し
た
人
た
ち
皆
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
と

思
い
、
有
り
難
く
お
受
け
い
た
し
ま
し

た
。 

 

叙
勲
の
通
知
が
私
の
手
元
に
届
い
た
の

は
、
四
月
二
十
二
日
付
の
文
部
科
学
大

臣
名
に
よ
る
文
書
で
し
た
。 

 

私
と
し
て
は
、
行
政
時
代
は
数
カ
月
も

夜
中
の
帰
宅
や
徹
夜
が
続
く
な
ど
、
妻

や
子
ど
も
た
ち
に
は
大
変
な
苦
労
を
掛

け
ま
し
た
の
で
、
妻
を
同
伴
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

伝
達
式
は
、
五
月
十
二
日
（
木
）
に
国

立
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
科
省
関

係
の
受
章
者
は
七
五
二
名
と
い
う
こ
と

で
、
会
場
に
は
配
偶
者
を
含
め
一
五
〇

〇
名
以
上
が
集
ま
り
、
馳
文
部
科
学
大

臣
を
筆
頭
に
義
家
副
大
臣
か
ら
局
長
ク

ラ
ス
ま
で
の
幹
部
が
壇
上
に
、
受
章
者
側

は
中
綬
章
か
ら
単
光
章
ま
で
八
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
が
壇
上
に
上
が
り
、
一
人 

 

客
席
に
着
席
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
式
終

了
後
、
順
に
文
科
省
幹
部
か
ら
勲
記
と

勲
章
を
授
与
さ
れ
、
会
場
を
出
る
際
に

職
員
に
勲
章
を
胸
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

 

皇
居
に
は
３
５
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て

向
か
い
ま
し
た
。
正
月
の
一
般
参
賀
で
天

皇
ご
一
家
が
お
立
ち
に
な
る
「
春
秋
の

間
」
の
中
が
拝
謁
の
会
場
で
、
当
日
は
、

文
科
省
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
外
務
省
・

会
計
監
査
院
・
経
済
企
画
省
他
の
省
庁

の
受
章
者
も
一
緒
で
、
約
２
，
０
０
０
名

が
入
室
し
ま
し
た
。 

 

陛
下
が
侍
従
を
従
え
入
室
さ
れ
金
屏

風
の
前
に
お
立
ち
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

受
章
者
代
表
の
謝
辞
の
の
ち
陛
下
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
、

受
章
者
と
配
偶
者
の
間
を
お
通
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
昨
年
受
賞
さ
れ
た
茗
渓
の
先

輩
か
ら
拝
謁
の
様
子
を
事
前
に
聞
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
受
章
者
の
最
後
尾
に
並

ん
だ
た
め
、
陛
下
が
目
の
前
を
お
通
り
に

な
り
、
微
笑
ん
で
い
た
だ
い
た
の
に
は
感

激
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
の
叙
勲
に
際
し
、
特
に
上
司

で
も
あ
っ
た
茗
渓
の
先
輩
方
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
在
職
当
時
の
同
僚

や
一
緒
に
苦
労
し
た
部
下
た
ち
か
ら
、

ま
た
、
教
え
子
た
ち
か
ら
本
当
に
う
れ

し
い
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
辞
退
し

な
い
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
を
退
職
後
、
１
０
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
神
奈
川
工
科
大
学
も
３
月
に
退
職

し
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
発
病
し
た
病
の

治
療
の
必
要
も
あ
り
、
茗
渓
会
に
は
大

変
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川

茗
渓
会
の
充
実
の
た
め
、
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

一
九
四
九
年
に
、
東
京
教
育
大
学
ラ

グ
ビ
ー
部
へ
、
一
九
七
四
年
か
ら
は
、

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。 

日
本
の
国
立
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で

は
、
名
実
共
に
最
強
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

二
〇
一
二
年
度
に
は
、
関
東
大
学
ラ

グ
ビ
ー
対
抗
戦
で
初
優
勝
を
果
た
し

た
。
さ
ら
に
、
同
年
度
の
大
学
選
手
権

で
は
、
国
立
大
学
で
初
の
決
勝
進
出
を

果
た
し
、
準
優
勝
を
記
録
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
活
躍
に
筑
波
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
は
、
日
本
中
の
優
秀
な
高
校
生

選
手
の
憧
れ
の
的
と
な
っ
て
い
る
。 

          

「
筑
波
は
選
手
の
自
主
性
主
体
性
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
学
問
に

も
打
ち
込
む
。」
と
い
っ
た
他
の
強
豪
校

と
は
一
線
を
画
し
た
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
確
か
に
先
ほ
ど
の
福
岡
選
手

も
情
報
学
類
を
今
春
卒
業
し
来
期
か
ら

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る

が
、
引
退
後
は
医
学
部
進
学
を
キ
ャ
リ

ア
に
見
据
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
に

見
ら
れ
る
様
に
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文

武
両
道
を
果
た
し
た
有
為
な
卒
業
生
を

輩
出
し
て
い
る
。 

茗
渓
の
皆
さ
ん
、
筑
波
ラ
ガ
ー
マ
ン

を
ぜ
ひ
応
援
し
て
ほ
し
い
。 

加
藤 

充
洋
（
昭
五
六
卒 

一
社
） 
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ラ
グ
ビ
ー
と
筑
波
大
学 

 
 

ま
し
た
の
で
、
受
章
者
の
最
後
尾
に
並
ん

だ
た
め
、
陛
下
が
目
の
前
を
お
通
り
に
な

り
、
微
笑
ん
で
い
た
だ
い
た
の
に
は
感
激
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
の
叙
勲
に
際
し
、
特
に
上
司

で
も
あ
っ
た
茗
渓
の
先
輩
方
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
在
職
当
時
の
同
僚

や
一
緒
に
苦
労
し
た
部
下
た
ち
か
ら
、
ま

た
、
教
え
子
た
ち
か
ら
本
当
に
う
れ
し
い

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
辞
退
し
な
い
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
を
退
職
後
、
十
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
神
奈
川
工
科
大
学
も
三
月
に
退
職
し

ま
し
た
が
、
二
年
前
に
発
病
し
た
病
の
治

療
の
必
要
も
あ
り
、
茗
渓
会
に
は
大
変
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川
茗
渓
会

の
充
実
の
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若
手
交
流
会 
 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一

日
（
土
）
、
四
回
目
の
若
手
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
年
恒
例
と
な
り
、
回
を
重
ね
る

毎
に
参
加
者
も
増
え
、
今
回
は
十
八

名
の
参
加
で
し
た
。
嬉
し
い
限
り
で

す
。
「
宿
舎
」
「
ビ
ッ
グ
丼
」
「
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
」
等
の
筑
波
ら
し
い
共
通
項
で
話

が
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
幅

広
い
世
代
の
方
と
話
を
す
る
中
で
、

大
学
の
構
内
の
様
子
や
研
究
学
園

都
市
の
変
遷
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。 

茗渓かながわ 2016.6 神奈川茗渓会発行                                         （２） 

神
奈
川
で
開
か
れ
た
茗
渓
の
つ
ど
い 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日

(

土)

、
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
に
お
い
て
、

標
記
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
神
奈
川
茗
渓
会
か
ら
、

川
田
孝
一
顧
問
、
矢
野
正
人
顧
問
・

事
務
局
長
を
お
招
き
し
、
教
育
職
関

係
者
・
総
勢
二
十
六
名
が
横
浜
の
地

に
集
い
ま
し
た
。 

こ
の
会
は
、
関
係
会
員
相
互
の
交

流
に
加
え
、
前
年
度
退
職
の
会
員
の

歓
送
も
兼
ね
て
お
り
、
今
回
は
前
年

度
の
退
職
者
の
う
ち
、
大
畑
多
津
雄

様(

前
教
育
委
員
会
教
育
局
指
導
部

長)

、
瀬
木
明
様(

前
舞
岡
高
等
学
校

長)

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

加
藤
充
洋(

座
間
総
合
高
等
学
校

長)

、
中
野
久
美
子(

元
石
川
高
等
学

校
教
頭)

両
氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

発
起
人
代
表
・
佐
藤
到
氏(

横
浜
翠

嵐
高
等
学
校
長)

の
辞
で
開
会
。 

 
桐
心
会 

  
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
十
二
日
（土
） 

「北
京
飯
店
大
和
」 

参
加
者 

三
十
六
名 

 

茗
渓
会
体
育
関
係
者
で
組
織
す
る
桐
心

会
総
会
と
懇
親
会
が
今
年
も
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

懇
親
会
で
は
、
落
会
長
の
挨
拶
、
宮
原

孝
雄
先
生
（
昭
和
三
十
年
卒
）
の
乾
杯
の
ご

発
声
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
賑
や
か
な

歓
談
が
続
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
土
方
多
美
枝
先
生
（
昭
和
二
十

九
年
卒
）
や
鈴
木
中
先
生
（
昭
和
三
十
三

年
卒
）
も
元
気
な
お
姿
で
、
後
輩
に
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
長
で
あ
る
桑
原
信
先
生
（
昭
和
三
十
五

年
卒
）
か
ら
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

イ
ン
カ
レ
に
お
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
国
立
大
学
初
の
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
報
告
が
あ
り
、
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

会
員
の
近
況
報
告
を
し
た
後
、
最
後
は
、

全
員
で
円
陣
、
肩
を
組
み
宣
揚
歌
「 

桐
の
葉
」を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。 

 
 

会  

長 

落 

信
久 

 

副
会
長 

矢
島 

博 

 
 

文
責 

大
石 

進
（昭
五
六
卒 

筑
体
） 

顧
問
川
田
様
・
矢
野
様
の
現
役
へ
の

激
励
を
含
め
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
掛
原
豊
氏(

吉
田
島
総
合
高
等

学
校
長)

の
乾
杯
の
発
声
の
後
、
退
職
さ

れ
た
大
畑
様
・
瀬
木
様
よ
り
近
況
報
告

を
含
め
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
記
念

品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

懇
談
の
後
、
全
員
の
近
況
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
「
茗
渓
か
な

が
わ
」
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た(

『
来
年

か
ら
つ
い
に｢

つ
く
ば｣

の
時
代
で
す
』)

通

り
、
筑
波
大
学
生
活
や
、
学
生
宿
舎
の

話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
偶
然
の
一

致
か
、
同
じ
寮
・
同
じ
部
屋
に
入
居
し
て

い
た
先
輩
・
後
輩
が
い
て
、
驚
き
と
懐
か

し
さ
で
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。 

宴
終
盤
、
大
石
進
氏(

城
山
高
等
学

校
長)

の
指
揮
の
も
と
、
恒
例
の
宣
揚
歌

「
桐
の
葉
」
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
・
力
強

い
エ
ー
ル
を
上
げ
、
林
忠
氏(

大
和
高
等

学
校
長)

の
閉
会
の
辞
で
座
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。 

添
野 

龍
雄(

昭
五
七
卒 

筑
農
林) 

 

ま
た
今
回
は
、
筑
波
大
学
と
フ
ラ

ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
大
学
と
の
教
育
・
研

究
交
流
の
記
念
と
し
て
開
発
さ
れ
た

赤
ワ
イ
ン
を
、
清
水
会
長
よ
り
贈
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
の
盛
り
上
が
り

か
ら
筑
波
の
懐
か
し
い
空
気
を
感

じ
、
赤
ワ
イ
ン
か
ら
筑
波
の
新
し
い
空

気
を
感
じ
、
楽
し
い
特
別
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
年
は
五
回
目
を
迎
え
ま

す
。
発
足
か
ら
引
っ
張
っ
て
頂
い
た
乾

高
章
氏
よ
り
、
こ
の
会
の
代
表
を
引

き
継
が
せ
て
頂
き
ま
す
。
「
筑
波
時

間
を
共
有
す
る
神
奈
川
の
仲
間
」
が

集
う
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

若
手
交
流
会 

代
表 

高
橋 

一
郎 

（平
成
十
九
卒 

筑
社
） 

昨年に引き続き、合田夫妻と紫峰ちゃんも参加。紫峰ちゃん

は、小学校 5年生。すっかり“おとな”になって、ビックリ。 

管
理
職
の
会 

神
奈
川
茗
渓
会 

校
長
・副
校
長
・

教
頭
・総
括
教
諭
・行
政
職 

懇
親

会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茗
渓
の
水 

 

全
国
理
事
就
任
の
ご
挨
拶 

 
加
藤 

充
洋
（昭
五
六
卒 

一
社
） 

           

西
塚
先
輩
の
後
を
引
き
継
ぐ
形
で
茗

渓
会
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
加
藤

で
す
。
適
任
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
清

水
会
長
か
ら
「
ひ
と
つ
頼
む
！
」
と
請
わ

れ
れ
ば
断
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
未

熟
者
で
す
が
神
奈
川
茗
渓
会
の
代
表
の

立
場
を
意
識
し
て
任
に
あ
た
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
今
ま
で
一
度
だ
け
、
神
奈

川
の
代
議
員
と
し
て
茗
渓
会
総
会
に
出

席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

茗
渓
会
館
で
億
を
上
回
る
会
計
報
告
を

聞
き
、
そ
の
組
織
の
大
き
さ
と
伝
統
の

重
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
今
度
は
理
事
と
し
て
さ
ら
に
中
枢

部
を
伺
う
こ
と
に
な
り
、
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

特
に
今
は
大
塚
の
地
の
卒
業
生
か
ら

筑
波
の
地
の
卒
業
生
に
割
合
を
移
し
て

お
り
、
こ
の
節
目
を
組
織
と
し
て
ど
う
乗

り
越
え
る
べ
き
か
を
考
え
る
時
期
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
大
塚
の
地
は
入

学
試
験
と
発
表
の
折
に
来
た
だ
け
で 
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退
職
を
迎
え
て 

 

掛
原 

豊
（昭
五
四
卒 

筑
農
林
） 

 

こ
の
３
月
に
無
事
吉
田
島
総
合
高
校

で
教
職
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ク
ラ
ス
担
任
を
通
算
十
九
年
間
持
つ

こ
と
が
で
き
、
構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
や
班
日
直
制
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
昨
年
、
吉
田
島
総
合
高
校

の
演
習
林
の
全
校
で
の
活
動
が
、
か
な
が

わ
ト
ラ
ス
ト
緑
財
団
か
ら
認
め
ら
れ
、
学

校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
県
知
事

賞
、
さ
ら
に
国
土
緑
化
推
進
機
構
主
催

の
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
学
校
林
等
活
動
の
高
校
の
部
で

全
国
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で

昨
年
五
月
に
は
、
石
川
県
で
実
施
さ
れ

た
全
国
植
樹
祭
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
、
担
当
教
員
と
学
校
代
表
と
し
て
拝

受
い
た
し
ま
し
た
。 

前
日
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
の 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
し
、
特
に
皇
后
陛

下
と
は
学
校
の
演
習
林
の
活
動
な
ど
を

説
明
し
、
間
近
で
お
話
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
の
年
に
こ
の
体
験
を
得

た
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
思
い
出
に
残
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
現
在
、
神
奈
川
工
科
大
学
で

学
生
支
援
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。  

 
 

今
ま
で
公
立
高
校
と
い
う
立
場
で
し

た
が
、
学
生
数
が
減
少
す
る
中
で
の
私

立
大
学
の
生
き
残
り
戦
略
な
ど
、
経
営 

け
で
、
四
年
間
筑
波
で
過
ご
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
間
も
な
く
話
題
も
筑
波
の
地
の

話
題
に
移
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
一
方
で
私
達
筑
波
世
代
も
宣

揚
歌
を
歌
い
繋
い
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

歌
詞
は
筑
波
を
詠
ん
だ
四
番
が
加
わ
り

ま
し
た
。
茗
渓
会
に
は
大
き
な
変
化
を
包

容
し
連
綿
と
繋
が
る
強
い
意
志
が
あ
り

ま
す
。 

茗
渓
の
同
窓
に
は
、
筑
波
に
移
っ
て
も

東
大
で
も
な
け
れ
ば
早
慶
と
で
も
な
い
独

特
の
気
風
を
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。 

「血
は
水
よ
り
も
濃
し
」 

私
達
は
血
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤

の
他
人
よ
り
頼
れ
る
同
窓
の
仲
間
と
の
不

思
議
な
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

思
い
で
す
。
難
し
く
考
え
ず
に
同
窓
と
楽

し
み
後
輩
を
応
援
す
る
こ
と
を
考
え
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。   

怖
が
ら
ず
に
や
っ
て
ご
ら
ん 

 

脇 

千
登
勢
（平
二
五
卒 

筑
体
） 

私
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
筑
波

大
学
体
育
専
門
学
群
を
卒
業
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
四
月
よ
り
神
奈
川
県
立
神
奈

川
総
合
産
業
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。 

茗
渓
会
の
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

教
員
採
用
試
験
の
際
に
多
大
な
る
ご
指

導
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁

を
大
切
に
し
て
今
後
と
も
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
の
夢
、
そ
れ
は
子
ど
も
に
勇
気
を

与
え
る
こ
と
で
す
。 

私
は
高
校
時
代
の
恩
師
か
ら
「
適
材

適
所
」
と
い
う
言
葉
を
学
び
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
で
き
る
事
を
や
れ
ば
い

い
」
と
い
う
一
言
で
私
の
心
の
力
み
が

取
れ
、
存
在
を
肯
定
さ
れ
た
よ
う
な
温

か
な
気
持
ち
を
感
じ
た
時
、
こ
れ
を
追

求
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。 

 

講
師
と
し
て
勤
務
し
た
昨
年
ま
で

は
、
こ
ん
な
に
も
や
る
こ
と
が
あ
る
の

か
と
驚
き
と
不
安
を
感
じ
な
が
ら
歩
む

毎
日
で
し
た
。
現
在
は
「
と
に
か
く
何

で
も
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
気
持

ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
体
で

学
び
、
物
事
の
全
体
像
が
見
え
た
後
に

自
分
が
何
を
す
べ
き
か
判
断
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い

で
、
今
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

私
の
夢
を
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、「
や
っ
て
ご
ら
ん
」
と
い
う
か
ら

に
は
私
自
身
も
「
や
っ
て
み
る
」
を
し

続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
挑

戦
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
さ
な
い
よ
う

に
、
今
後
と
も
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。 

       

の
企
業
努
力
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 個

人
的
に
は
、
先
日
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
、
今
ま
で
行
け
な
か
っ
た
山
梨

の
温
泉
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
温
泉

に
来
て
い
る
人
と
の
交
流
で
は
、
新
た
な

発
見
が
あ
り
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

日
頃
か
ら
健
康
面
に
心
が
け
よ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

精
神
面
で
は
、
「
非
二
元
」
（
物
質
と
そ

う
で
な
い
も
の
の
性
質
を
探
求
す
る
）
の

分
野
で
、
自
分
自
身
を
観
察
す
る
視
点

を
探
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
教
員
と
し

て
、
生
徒
の
自
己
実
現
を
促
進
す
る
べ
く

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
心
理
学
者

の
マ
ズ
ロ
ー
は
、
そ
の
先
に
「
自
己
超
越
」

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
今

後
の
私
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。 

       

「
今
、
東
京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
、
農
業
校
長
会
の
総
会
で
感
謝
状
の

表
彰
を
受
け
に
来
て
い
ま
す
。
会
場
で
撮

影
し
て
も
ら
っ
た
写
真
を
送
り
ま
す
。
」 

（
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
付
け
の

ご
本
人
か
ら
の
メ
ー
ル
よ
り
） 



 

 

会員の皆様 

神奈川茗渓会  

会長 清水 進一  

神奈川茗渓会の総会と懇親会のご案内 

 

 青葉若葉のみぎり、会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のほどお喜び申し上げます。 

 さて、神奈川茗渓会の総会と懇親会を、下記の要領で開催いたしますので、どうぞ、お誘いあわせの上、奮ってご

参集くださるようご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ご出欠席の返信    6月 23日（木）までに、返信用はがきにてお知らせください。 

  支部会費納入のお願い 当日ご参加できない方は、同封の払い込み用紙にて支部会費（1,000 円/年）を納入くださるよう

お願い申し上げます。なお、ご夫妻で会員の方につきましては、ご案内を１通とさせていただい

ております。ご了承ください（支部会費はお一人分で結構でございます）。 

 

     ＊本会の名称変更に伴い、払込み用紙の払込先（加入者名）も「神奈川茗渓会」とすべきですが、郵便局の変更手続が

煩雑なため、旧名称の「茗渓会神奈川支部」となっています。ご了承ください。 
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事務局長  矢野 正人（s53 教院農経）  080-5410-9149    E-mail：yano@kait.jp 

 川崎地区【川崎市】 

委員  西村 宗一郎（s51 教大植）   045-362-7010 

委員  南 敏章（s52 教大数）        045-945-2086 

横浜地区【横浜市】 

委員  佐々木 悦子（s46 教大体）  045-784-0670 

委員  望月 正大（s51 教大数）    045-812-0281 

横三・湘鎌地区【横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡、茅ヶ崎市、藤沢市、高座郡】 

委員  鈴木 彰（s49 教大地）     0467-52-5354 

委員  瀬木 明（s52 教大応数）   090-1040-3612 

平秦・西湘地区【平塚市、小田原市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、南足柄市、秦野市、伊勢原市】 

委員  細谷 俊一（s47 教大生化工）  0465-77-2046 

委員  井出 真理子（s47 教大英）  0463-71-1191 

北相地区【厚木市、海老名市、綾瀬市、大和市、座間市、相模原市、愛甲郡、神奈川県外】 

委員  大島 恵子（s46 教大植）   042-715-0317 

委員  本木 幹雄（s50 教大体健）  090-3817-3402 

 

 

 

○ご不明の点は、事務局、または以下の地区委員までお問い合わせください。 

○住所変更や不明会員の情報などありましたら、事務局または地区委員までお知らせください。 

記 

開催日時 平成 2８年 7 月２日（土） 11:00～（受付 10:45） 

開催場所 ローズホテル横浜（☎ 045-681-3311） 

●JR 根岸線「石川町(北口)」より徒歩 10 分 
●みなとみらい線「元町・中華街駅」より徒歩 1 分 
 http://www.rosehotelyokohama.com/content/access 

  日 程  総 会  11:00 ～ 12:00 宴会場（2 階） 

       講演会  12:15 ～ 13:00  宴会場（2 階） 

懇親会： 13:00 ～ 15:30 ボール・ルーム（2 階） 

            ※当日、参加者人数により、会場が変更となる場合がございます。 

  懇親会費等 懇親会費等 10,000 円（支部会費 1,000 円を含みます。） 

         ※当日、受付にて申し受けます。 

※本部会費 3,500 円/年 の納入も受け付けております。 


